
飼料情勢 

１．とうもろこしのシカゴ定期は、１２月には３５０セント／ブッシェル前後で推移していたが、生育期にある南米産地において乾燥が続き作柄悪化懸念が高まったこ
と、２月８日発表の米国農務省需給見通しで輸出需要が増加し、期末在庫が下方修正されたことなどから相場が堅調に推移し、現在は３８０セント／ブッシェル前
後となっている。 

２．大豆粕のシカゴ定期は、１２月には３５０ドル／トン前後であったが、米国産大豆の中国向け輸出需要が旺盛であることなどから相場が堅調に推移し、さらに２
月に入り乾燥による南米産大豆の作柄悪化懸念が高まったことにより高騰し、現在は４２０ドル／トン台となっている。 

３．米国ガルフ・日本間のパナマックス型海上運賃は、１１月には４０ドル／トン台前半であったが、中国向け大豆や石炭などの輸送需要が引き続き好調であること
などから、現在は４５ドル／トン台となっている。 

４．外国為替は、１２月には１１２円を超える水準であったが、米財務長官によるドル安を支持する発言や、２月に入り世界的に株価が急落し、リスク回避の動きが
強まったことなどから１０６円前後まで円高がすすんだ。その後、シリア等の国際紛争リスクや米中貿易摩擦問題が落ち着きを見せていることなどから円安となり、
現在は１０７円前後となっている。 
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